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平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
四

日
（
木
）
午
後
一
時
三
〇
分
よ

り
白
山
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
四

階
研
修
室
に
お
い
て
福
田
副
会

頭
、
安
井
青
年
部
会
長
、
加
藤

専
務
理
事
を
お
迎
え
し
、
白
山

商
工
会
議
所

女
性
会
平
成

二
十
六
年
度

通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。
最
初

に
商
工
会
議

所
女
性
会
活

動
指
針
の
唱

和
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
吉

田
三
和
子
女
性
会
会
長
挨
拶
で 

     

は
、
昨
年
の
研
修
会
や
視
察
研

修
会
、
環
境
活
動
の
草
刈
り
や

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
な
ど
の
各

種
女
性
会
活
動
行
事
に
参
加
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
と
、
今
年
の
各

種
行
事
に
お
い
て
も
役
員
一
同

有
意
義
な
活
動
に
な
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
決
意
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
変
わ
ら
ぬ
協
力
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
と
話
さ
れ
ま
し

た
。 

 

議
案
審
議
で
は
「
平
成
二
十

五
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収

支
決
算
」
「
平
成
二
十
六
年
度

事
業
計
画
案
並
び
に
収
支
予
算

案
」「
現
会
長
の
任
期
特
例
措
置

お
よ
び
役
員
の
任
期
延
長
」
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
対

外
事
業
（
草
刈
り
や
発
展
途
上

国
の
子
供
た
ち
へ
の
ワ
ク
チ
ン

代
と
し
て
寄
付
を
行
う
エ
コ
キ

ャ
ッ
プ
運
動
）
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

来
賓
挨
拶
で
福
田
副
会
頭
は
、

「『
人
は
見
た
目
が
九
割
』と
い

う
本
の
一
節
か
ら
、
人
は
楽
な

格
好
や
前
か
が
み
よ
り
、
背
筋

を
伸
ば
し
姿
勢
の
い
い
人
に
好

感
を
持
つ
も
の
。
若
者
の
見
本

と
な
る
よ
う
な
か
っ
こ
い
い
大

人
に
な
ろ
う
。」と
話
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
安
井
青
年
部
会
長

か
ら
は
「
青
年
部
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
、
マ
ト
ゥ

ー
（
朝
顔
の

妖
精
）
と
あ

さ
が
お
っ
さ

ん
（
青
年
部

の

シ

ン

ボ

ル
？
）
を
通

し
て
地
域
の
つ
な
が
り
や
人
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
、『
脳
を
錆
び
さ

せ
な
い
コ
ツ
』
と
題
し
、
医
学

博
士
・
脳
科
学
専
門
医
・
金
沢

大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
・

再
生
脳
外
科
科
長 

山
嶋
哲
盛

氏
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

近
年
、
健
康
志
向
が
高
ま
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
油
の
摂
り

す
ぎ
は
良
く
な
い
と
わ
か
っ
て

い
ま
す
が
、
摂
っ
て
良
い
油
良

く
な
い
油
が
あ
る
こ
と
、
今
ま

で
体
に
良
い
と
思
っ
て
摂
っ
て

い
た
油
が
脳
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
・
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
・
心
の
病
う
つ
病
や
、

ア
ト
ピ
ー
・
花
粉
症
な
ど
の
ア

レ
ル
ギ
ー
原
因
は
サ
ラ
ダ
油
に

含
ま
れ
る
「
リ
ノ
ー
ル
酸
」
の

過
剰
摂
取
に
あ
る
と
言
い
ま
す
。

マトゥー あさがおっさん 

女性会活動指針を唱和しました 



 - 2 - 

 

・低温圧搾・生絞りのもの 

・賞味期限の短いもの 

・リノール酸含有率が低いもの 

・大手メーカより地産地消のもの 

・値段の安いものより最低でも 

１ｇ３円以上のもの 

・緑色や褐色など色付きで小さめの 

ガラス瓶のもの 

・成分表を見て「植物性油脂」 

と書かれたものは選ばない 

・成分にα（アルファ）がつくもの 

 

 

サ
ラ
ダ
油
の
過
熱
精
製
過
程
で

生
成
さ
れ
る
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ノ
ネ

ナ
ー
ル
と
い
う
物
質
が
血
管
を

痛
め
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す

原
因
と
な
る
た
め
で
す
。
現
代

の
食
生
活
に
あ
ふ
れ
る
フ
ァ
ス

ト
フ
ー
ド
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
マ
ー
ガ

リ
ン
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
、
ツ
ナ
缶
な
ど
に
は
こ

の
「
リ
ノ
ー
ル
酸
」
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。 

五
〇
歳
が
「
ボ
ケ
脳
か
賢
脳

か
の
分
れ
目
」
だ
そ
う
で
す
。

脳
に
は
記
憶
を
つ
か
さ
ど
る

「
海
馬
」と
い
う
部
位
が
あ
り
、

そ
の
部
位
の
委
縮
に
よ
っ
て
記

憶
力
が
低
下
し
ま
す
。
最
近
の

こ
と
は
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う

の
に
、
昔
の
こ
と
は
よ
く
覚
え

て
い
る
の
も
そ
の
為
で
す
。
記

憶
障
害
に
効
果
を
発
揮
す
る
の

は
卵
白
や
レ
バ
ー
に
含
ま
れ
る

ア
ラ
キ
ド
ン
酸
や
青
魚
に
含
ま

れ
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
・

Ｅ
Ｐ
Ａ
で
す
。

α

（
ア
ル
フ
ァ
）

リ
ノ
レ
ン
酸
は

人
の
体
内
で
合

成
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
必
須
脂
肪
酸
で
す
。

熱
・
光
・
酸
素
に
反
応
し
や
す

く
保
存
は
難
し
い
が
、
血
液
を

サ
ラ
サ
ラ
に
し
て
血
栓
を
溶
か

し
動
脈
硬
化
を
予
防
し
ま
す
。

魚
油
や
エ
ゴ
マ
油
に
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
賢
脳
を
保
つ
に

は
、
惣
菜
や
加
工
食
品
・
レ
ト

ル
ト
食
品
は
使
用
を
控
え
、
出

来
る
だ
け
手
作
り
す
る
こ
と
。

喫
煙
、
飲
酒
、
濃
味
は
な
る
だ

け
控
え
る
こ
と
。
頭
を
使
う
趣

味
を
楽
し
む
こ
と
。
が
お
ス
ス

メ
で
す
。 

 

よ
り
良
い
油
を
摂
取
す
る
こ

と
で
脳
も
心
も
イ
キ
イ
キ
と
改

善
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
「
オ
レ

イ
ン
酸
」
は
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
下
げ
ず
に
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
だ
け
を
減
ら
し
酸
化

し
に
く
く
、
発
が
ん
リ
ス
ク
を

高
め
る
過
酸
化
脂
質
の
発
生
を

下
げ
る
も
の
。
例
え
ば
オ
リ
ー

ブ
油
、菜
種
油
、ア
ボ
カ
ド
油
、

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
油
な
ど
に
多
い
そ

う
で
す
。
サ
ラ
ダ
油
の
代
わ
り

と
し
て
加
熱
調
理
す
る
場
合
は
、

こ
め
油
、
ご
ま
油
を
使
用
し
、 

            

  

加
熱
処
理
し
な
い
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
に
は
オ
リ
ー
ブ
油
な
ど
「α

 

（
ア
ル
フ
ァ
）リ
ノ
レ
イ
ン
酸
」

「γ

（
ガ
ン
マ
）
オ
リ
ザ
ノ
ー 

ル
」
が
豊
富
な
も
の
が
良
い
そ

う
で
す
。 

家
族
の
健
康
に
一
番
か
か
わ 

っ
て
い
る
私
た
ち
。
出
来
る
範

囲
で
取
り
組
ん
で
み
て
は
…
。

錆
び
な
い
脳
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

             

《油 の 選 び 方》 
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視
察
研
修
会 

 
平
成
二
十
六
年
五
月
十
三
日

（
火
）
朝
か
ら
の
天
気
に
恵
ま

れ
、
白
山
商
工
会
議
所
女
性
会

視
察
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
回
訪
れ
た
の
は
お
隣「
富

山
県
」
で
す
。
石
川
県
と
富
山

県
何
か
と
比
較
さ
れ
ま
す
が
、

大
い
に
刺

激
を
受
け

る
お
隣
さ

ん
良
き
ラ

イ
バ
ル
県

で
す
。
富

山
県
と
言

え
ば
「
配

置
薬
」
で

す
。
子
供

の
頃
、
売

薬
さ
ん
が
来
る
と
「
紙
風
船
」

を
置
い
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
で
も
お
世
話
に
な
っ
た
「
配

置
薬
」
に
親
し
み
を
感
じ
て
い

ま
す
。
今
回
は｢

越
中
富
山
売

薬｣

の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
広
貫
堂
資
料
館
を
見
学
し

ま
し
た
。「
越
中
売
薬
さ
ん
」は

富
山
藩
主
前
田
正
甫
（
ま
さ
と

し
）
公
に
よ
っ
て
三
百
年
以
上

前
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
江
戸

城
で
会
議
が
開
か
れ
た
際
、
三

春
藩
（
現
福
島
県
）
藩
主
が
急

病
と
な
り
、
正
甫
公
が
持
っ
て

い
た
「
反
魂
丹
」
を
奨
め
た
と

こ
ろ
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
回
復
し

そ
の
薬
効
は
全
国
に
知
れ
渡
り

ま
し
た
。「
済
世
救
民
」の
志
が

強
い
正
甫
公
は
、
こ
れ
を
機
に

全
国
へ
売
薬
さ
ん
を
派
遣
し
ま

し
た
。
富
山
県
の
配
置
薬
は
正

甫
公
の
諭
に
よ
る「
先
用
後
利
」

病
を
治
す
の
が
先
で
利
益
は
後

で
よ
い
と
い
う
独
自
の
販
売
ス

タ
イ
ル
が
人
々
の
評
価
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

歴
代
藩
主
が
「
反
魂
丹
役
所
」

を
運
営
す
る
な
ど
薬
業
育
成
に

努
め
た
こ

と
で
急
速

に
全
国
へ

広
ま
り
ま

し
た
。
一

八
七
六
年

廃
藩
置
県

に

よ

り

「
反
魂
丹

役
所
」
は

廃
止
と
な

り
ま
し
た
。

売
薬
さ
ん

た
ち
の
共

同
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

製
薬
会
社
が
広
貫
堂
で
す
。
今

で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て

私
た
ち
の
健
康
に
大
い
に
役
立

っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

四
月
中
旬
か
ら
六
月
中
旬
ま

で
二
ヶ
月
の
み
見
る
こ
と
が
出

来
る
期
間
限
定
「
雪
の
大
谷
」

春
の
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

ト
の
目
玉
観
光
で
す
。
行
け
そ

う
で
な
か
な
か
行
け
な
い
観
光

地
。
是
非
一
度
は
訪
れ
て
み
た

い
と
い
う
思
い
が
強
く
本
当
に

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
標

高
二
四
五
〇
ｍ
立
山
室
堂
平
は

有
数
な
豪
雪
地
帯
、
道
路
除
雪

に
よ
っ
て
約
五
〇
〇
ｍ
に
わ
た

る
雪
の
壁
が
で
き
ま
す
。
ア
ル

ペ
ン
ル
ー
ト
開
通
時
の
雪
の
壁

の
高
さ
は
二
〇
ｍ
に
迫
る
と
い

い
ま
す
。
中
で
も
大
谷
は
「
吹

き
溜
ま
り
」
特
に
積
雪
が
多
い

場
所
で
す
。
当
日
は
室
堂
あ
た

り
の
気
温
は
低
く
、
私
た
ち
も

防
寒
着
に

身
を
包
み

最
高
地
点

十
三･

七

ｍ
の
雪
の

壁
に
圧
倒

さ
れ
ま
し

た
。
外
国

人
観
光
客

に
囲
ま
れ

広貫堂資料館前で 

異なる製造会社でも「風邪薬はだるま」「健胃薬は熊」 

という風に決まっていたそうです 
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Ｔ
Ｅ
Ｌ 

二
七
六
―
三
八
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

二
七
六
―
三
八
一
二 

こ
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
る
の
に
。 

と
や
る
せ
な
い
思
い
が
湧
い
て
き
た
時
は
、 

が
ん
ば
り
方
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
。 

が
ん
ば
る
量
を
増
や
す
の
で
は
な
く
。 

書
道
家 

武
田
双
雲 

 

「
こ
こ
は
日
本
か
？
」
と
思
う

程
、
異
国
語
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま

た
、
バ
ス

の
車
窓
か

ら
眺
め
る

山
々
の
雪

景
色
は
キ

ラ
キ
ラ
輝

き
、
空
の

青
と
美
し

い
雪
の
パ
ノ
ラ
マ
を
堪
能
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
昼
食
の

ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
で
身
も
心
も

温
ま
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

「
大
岩
の
お
不
動
さ
ん
」
と

呼
び
親
し
ま
れ
て
い
る
大
岩
山

日
石
寺
、
本
尊
磨
崖
仏
不
動
明

王
は
開
祖
行
基
が
自
ら
彫
り
込

ん
だ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
造
三
重
塔
は
周
り
に
壁
が
な

く
中
が
丸
見
え
、
近
世
の
寺
建

築
工
法
を
知
る
貴
重
な
資
料
で

す
。
で
も
本
当
は
財
政
難
で
壁

が
造
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
大
岩
山
日
石
寺
の
藤
水
」
は

眼
病
平
癒
に
霊
験
あ
り
と
さ
れ
、

富
山
名
水
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

六
本
滝
は
一
切
衆
生
（
い
っ
さ

い
し
ゅ
じ
ょ
う
）
の
六
欲
・
根

本
煩
悩
を
断
つ
と
さ
れ
る
六
つ

の
龍
頭
か
ら
流
れ
る
六
大

（
地
・
水
・

火
・
風
・
空
・

識
）
を
象
っ

た
六
つ
の
蛇

口
か
ら
水
を

落
と
し
、
打

た
れ
る
人
の

六

根

（

眼

根
・
耳
根
・

鼻

根

・

舌

根
・
身
根
・

意
根
）
を
清

浄
し
一
切
の

六
欲
・
根
本

煩
悩
を
洗
い

落
と
し
心
身

を
清
め
て
不
動
尊
に
参
拝
す
る

修
行
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
研
修
会
で
は
、
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
や
売
薬
商
法
の
ル
ー

ツ
を
探
り
「
大
岩
の
お
不
動
さ 

ん
」
に
お
参
り
、「
家
内
安
全
」 

      

   

や
「
商
売
繁
盛
」
を
祈
願
し
ま 

し
た
。 

と
っ
て
も
有
意
義
な
そ
し
て 

皆
さ
ん
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
た
視
察
研
修
会
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

         

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
五
日
発
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
山
商
工
会
議
所
女
性
会 
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境内には 13カ所の見所があります。六本滝（左）と夫婦岩（右） 

当日の気温３℃、積雪 13.7ｍ 

 


